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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力信
号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成すること
と、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信されたと
きに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値以下であると判断することと、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値以下であるとの判断に基づいて前
記第１のワイヤレス通信規格を識別することと、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えることとを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御信号中で
前記入力信号を識別するように構成される、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値を超えるとき、前記入力信号が前
記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格によって送信されたと判断するこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に対応する、請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
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　前記入力信号の前記電力推定値が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大
変化率を超えるとき、前記入力信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通
信規格によって送信されたと判断することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記入力信号が第１のワイヤレス通信システムの一部である第１の基地局によって送信
され、第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号
と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ(登録商
標)）を使用する、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムである、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時間期間
にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、請求項８に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　複数の周波数帯域で信号を受信することであって、前記複数の周波数帯域は第１の周波
数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信することと
、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断することと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えることとをさらに備える、請求項１
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記しきい値は動的に最適化される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号の少なくとも１つを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力信
号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するため
の手段と、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信さ
れたときに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値以下であると判断するための手段と、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値以下であるとの判断に基づいて前
記第１のワイヤレス通信規格を識別するための手段と、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えるための手段とを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御信
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号中で前記入力信号を識別するように構成される、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値を超えるとき、前記入力信号が前
記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通信規格によって送信されたと判断するた
めの手段をさらに備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に関する、請求項１６に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記入力信号の前記電力推定値が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大
変化率を超えるとき、前記入力信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外のワイヤレス通
信規格によって送信されたと判断するための手段をさらに備える、請求項１６に記載の装
置。
【請求項２０】
　前記入力信号が第１のワイヤレス通信システムの一部である第１の基地局によって送信
され、第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号
と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴ
Ｓ）である、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）を使用す
る、請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）システムである、請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時間期間
にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、請求項２３に記載
の装置。
【請求項２５】
　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　複数の周波数帯域で信号を受信するための手段であって、前記複数の周波数帯域は第１
の周波数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信する
ための手段と、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断するための手段と、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えるための手段とをさらに備える、請
求項１６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号の少なくとも１つを備える、請求項１６
に記載の装置。
【請求項３０】
　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力
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信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するこ
とと、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受信された
ときに不明である、
　　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値以下であると判断することと、
　　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値以下であるとの判断に基づいて
前記第１のワイヤレス通信規格を識別することと、
　　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する
利得制御信号を相関器に与えることと行うように構成され、ここにおいて前記相関器は利
得制御信号中で前記入力信号を識別するように構成される、処理システムを備える、ワイ
ヤレス通信のための装置。
【請求項３１】
　前記複数の電力推定値が、ワイヤレス通信システムによって定義されるシンボル持続時
間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得され
る、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記処理システムは、
　複数の周波数帯域で信号を受信することであって、前記複数の周波数帯域は第１の周波
数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信することと
、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断することと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えることとをするようにさらに構成さ
れる、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号の少なくとも１つを備える、請求項３０
に記載の装置。
【請求項３４】
　コンピュータ実行可能なコードを記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記コンピュータ実行可能なコードは、
　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された入力
信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成するた
めのコードと、ここにおいて前記入力信号が送信で従った第１のワイヤレス通信規格は受
信されたときに不明である、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲがしきい値以下であると判断するためのコードと
、
　前記入力信号に関連する前記ＰＡＰＲが前記しきい値以下であるとの判断に基づいて前
記第１のワイヤレス通信規格を識別するためのコードと、
　前記第１のワイヤレス通信規格を識別することに基づいて、前記入力信号に関連する利
得制御信号を相関器に与えるためのコードとを備え、ここにおいて前記相関器は利得制御
信号中で前記入力信号を識別するように構成される、コンピュータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記コンピュータ実行可能なコードは、ワイヤレス通信システムによって定義されるシ
ンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによ
って前記複数の電力推定値を取得するためのコードを備える、請求項３４に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記コンピュータ実行可能なコードは、
　複数の周波数帯域で信号を受信するためのコードであって、前記複数の周波数帯域は第
１の周波数帯域および前記第１の周波数帯域に隣接する第２の周波数帯域を含む、受信す
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るためのコードと、
　第１の周波数帯域で受信された第１の信号が前記第１のワイヤレス通信規格以外の第２
のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断するためのコードと、
　前記第１の信号が前記第２のワイヤレス通信規格を使用して送信されたと判断すること
に基づいて前記第２の周波数帯域を探索するのを控えるためのコードとを備える、請求項
３４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記入力信号はパイロット信号または同期信号の少なくとも１つを備える、請求項３４
に記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照および優先権の主張
　[0001]本出願は、以下に完全に記載されるかのように、およびすべての適用可能な目的
のために、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年２月１０日
に出願された「Reducing W-CDMA Acquisition Time」と題する米国仮出願第６１／５９７
，６７４号の優先権および利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本発明の実施形態は、一般に通信システムに関し、より詳細には、多元接続技術
を採用するワイヤレス通信システムおよび関連するワイヤレス通信構成要素に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシップ
プロジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公表された
ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunicati
ons System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善する
ことによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コ
ストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（ＤＬ
）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多
入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合するよ
うに設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増
大し続けるにつれて、帯域幅とユーザエクスペリエンスとを改善するためにさらなる改善
が必要である。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本発明の実施形態は、上記で説明した問題ならびに他の問題に対処する。いくつ
かの例示的な実施形態の概要を以下に与える。概要は、以下で特徴の追加の詳細が与えら
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れるので、網羅的なものでない。概要は、本出願において請求される技術を限定または制
約するために使用されるべきでない。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、ワイヤレス受信機において自動
利得コントローラ（ＡＧＣ：automatic gain controller）によって受信された入力に関
連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak power to averag
e power ratio）を生成することを備える。ＰＡＰＲがしきい値を超えるとき、入力は当
該の信号を有しないと判断され得る。当該の信号はパイロット信号と同期信号とのうちの
１つまたは複数を備え得る。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様では、ＡＧＣは、入力のＰＡＰＲがしきい値を超えないとき、
利得制御信号を相関器（correlator）に与え得る。相関器は、利得制御信号中で当該の信
号を識別するように構成され得る。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様では、複数の電力推定値は１０ミリ秒以上のサンプリング周期
に関する。入力信号の電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大変化率
（rate of change）を超えるとき、入力は当該の信号を備えないと判断され得る。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、当該の信号は第１のワイヤレス通信システムの基地局に
よって送信され、第２のワイヤレス通信システムは、第１のワイヤレス通信システムの制
御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する。第１のワイヤレス通信システムはユニ
バーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）であり得、広帯域符号分割多元接続（Ｗ
－ＣＤＭＡ：wideband code division multiple access）を使用し得る。第２のワイヤレ
ス通信システムは３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムであり得る
。複数の電力推定値は、ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に基づく時間期間にわたって
入力信号をサンプリングすることによって取得され得る。シンボル持続時間は１０ミリ秒
、２０ミリ秒、またはそれ以上であり得る。入力信号は１５ｋＨｚのレートでサンプリン
グされ得る。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様では、複数の周波数帯域から受信されたいずれかの信号が当該
の信号を含むかどうかが判断される。高いＰＡＰＲに基づいて当該の信号が複数の周波数
帯域のうちの１つにないと判断された場合、隣接する周波数帯域は当該の信号について探
索されないことがある。
【００１１】
　[0011]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、ワイヤレス受信機から入力を受
信するＡＧＣの出力電力を制御することを備え、それにより、ＡＧＣは、第１のしきい値
電力レベルを超えない電力レベルを有する出力を与える。相関器が入力中に当該の信号を
識別したとき、正の決定が生成される。ＡＧＣ出力の電力レベルが第２のしきい値電力レ
ベル超だけ減少したとき、当該の信号についての現在の探索が終了する。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様では、当該の信号はパイロット信号と同期信号とのうちの１つ
または複数を備える。本開示の別の態様では、ＡＧＣは、入力の電力の増加に応答して、
ＡＧＣの利得の変化率を制限する。本開示の別の態様では、ＡＧＣは、ＡＧＣ出力の電力
の増加に応答して、ＡＧＣの利得を低減する。本開示の別の態様では、第１のしきい値電
力レベルはＡＧＣの設定点に対応する。本開示の別の態様では、入力の電力は１５ｋＨｚ
のレートでサンプリングされる。
【００１３】
　[0013]本開示の別の態様では、出力信号のＰＡＰＲがあらかじめ定義された時間期間内
にしきい値を超えて変化したとき、ＡＧＣと相関器とのうちの１つまたは複数は、当該の
信号について探索を終了するように構成され得る。あらかじめ定義された期間は、ＬＴＥ
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システムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応し得る。当該の信号は、
ＵＭＴＳ基地局によって送信される信号を備え得、ＬＴＥシステムの発展型ノードＢは、
ＵＭＴＳ制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する。当該の信号はＷ－ＣＤＭＡ
信号を備え得る。
【００１４】
　[0014]本開示の別の態様では、ＡＧＣまたは相関器が現在の探索を終了したとき、当該
の信号について次の探索が開始され得る。次の探索は、現在の探索において探索されたチ
ャネルとは異なるＵＭＴＳのチャネル中で行われ得る。次の探索は、現在の探索において
探索されたチャネルに隣接しないＵＭＴＳのチャネル中で行われ得る。
【００１５】
　[0015]本発明の特定の例示的な実施形態の以下の説明を添付の図と併せて検討すれば、
当業者には、本発明の他の態様、特徴、および実施形態が明らかになろう。本発明の特徴
が、以下のいくつかの実施形態および図に関連して説明され得るが、本発明のすべての実
施形態は、本明細書で説明する有利な特徴のうちの１つまたは複数を含むことができる。
言い換えれば、１つまたは複数の実施形態が、いくつかの有利な特徴を有するものとして
説明され得るが、そのような特徴のうちの１つまたは複数は、本明細書で説明する本発明
の様々な実施形態に従っても使用され得る。同様に、例示的な実施形態が、以下ではデバ
イス、システム、または方法の実施形態として説明され得るが、そのような例示的な実施
形態は、様々なデバイス、システム、および方法で実装され得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】[0016]本発明のいくつかの実施形態によるネットワークアーキテクチャの一例を
示す図。
【図２】[0017]本発明のいくつかの実施形態によるアクセスネットワークの一例を示す図
。
【図３】[0018]本発明のいくつかの実施形態によるＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム
構造の一例を示す図。
【図４】[0019]本発明のいくつかの実施形態によるアクセスネットワーク中の基地局およ
びユーザ機器の一例を示す図。
【図５】[0020]本発明のいくつかの実施形態によるＵＭＴＳのためのＷ－ＣＤＭＡチャネ
ル捕捉プロシージャを示す簡略流れ図。
【図６】[0021]本発明のいくつかの実施形態による受信機ＡＧＣの入力電力推定ループを
示す図。
【図７】[0022]本発明のいくつかの実施形態によるＡＧＣにおけるアクティブＰＡＰＲ処
理を示す図。
【図８】[0023]本発明のいくつかの実施形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャー
ト。
【図９】[0024]本発明のいくつかの実施形態によるワイヤレス通信の方法のフローチャー
ト。
【図１０】[0025]本発明のいくつかの実施形態による処理システムを採用する装置のため
のハードウェア実装形態の一例を示す図。
【図１１】[0026]本発明のいくつかの実施形態による処理システムを採用する装置のため
のハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　[0027]添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成を説明するものであり
、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。この詳細な説
明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの概
念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いくつ
かの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造および構成
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要素をブロック図の形式で示す。
【００１８】
　[0028]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定の適
用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００１９】
　[0029]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００２０】
　[0030]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることが
できる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトデ
ィスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk
）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通
常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生す
る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【００２１】
　[0031]本開示全体にわたって提示する様々な概念は、多種多様な電気通信システム、ネ
ットワークアーキテクチャ、および通信規格にわたって実装され得る。限定はしないが例
として、本開示のいくつかの態様が、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ規格を採用しているＵＭＴＳシス
テムに関して図１のブロック概略図１００に示されている。この例では、ＵＭＴＳシステ
ムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、ブロードキャスト、および／または他の
サービスを含む様々なワイヤレスサービスを提供する（無線アクセスネットワーク（radi
o access network））ＲＡＮ１０２（たとえば、ＵＴＲＡＮ）を含む。ＲＡＮ１０２は、
無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ：Radio Network Controller）１０６などのＲＮ
Ｃによって各々が制御される、無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ：Radio Network 
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Subsystem）１０７などのいくつかのＲＮＳに分割され得る。明快のために、ＲＮＣ１０
６およびＲＮＳ１０７のみが示されているが、ＲＡＮ１０２は、ＲＮＣ１０６とＲＮＳ１
０７とに加えて任意の数のＲＮＣとＲＮＳとを含み得る。ＲＮＣ１０６は、特に、ＲＮＳ
１０７内で無線リソースを割り当て、再構成し、解放することを担当する装置である。Ｒ
ＮＣ１０６は、任意の好適なトランスポートネットワークを使用して、直接物理接続、仮
想ネットワークなど、様々なタイプのインターフェースを通してＲＡＮ１０２中の他のＲ
ＮＣ（図示せず）と相互接続され得る。
【００２２】
　[0032]ＲＮＳ１０７によってカバーされる地理的領域は、いくつかのセルに分割され得
、無線トランシーバ装置が各セルをサービスし得る。無線トランシーバ装置は、ＵＭＴＳ
適用例では一般にノードＢと呼ばれるが、当業者によって、基地局（ＢＳ）、トランシー
バ基地局（ＢＴＳ：base transceiver station）、無線基地局、無線トランシーバ、トラ
ンシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセッ
ト（ＥＳＳ：extended service set）、アクセスポイント（ＡＰ）、または何らかの他の
好適な用語でも呼ばれることがある。明快のために、２つのノードＢ１０８が示されてい
るが、ＲＮＳ１０７は任意の数のワイヤレスノードＢを含み得る。ノードＢ１０８は、任
意の数のモバイル装置にコアネットワーク１０４へのワイヤレスアクセスポイントを与え
る。モバイル装置の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロ
トコル（ＳＩＰ）フォン、ラップトップ、ノートブック、ネットブック、スマートブック
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム（ＧＰＳ）デバイス、マル
チメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３
プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。モバイル
装置は、ＵＭＴＳ適用例では一般にユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれるが、当業者によって、
移動局（ＭＳ）、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、
リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、
リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末（ＡＴ）、モバイル端末、ワイヤレ
ス端末、リモート端末、ハンドセット、端末、ユーザエージェント、モバイルクライアン
ト、クライアント、または何らかの他の好適な用語でも呼ばれることがある。説明のため
に、ノードＢ１０８と通信している３つのＵＥ１１０が示されている。順方向リンクとも
呼ばれるダウンリンク（ＤＬ）はノードＢからＵＥへの通信リンクを指し、逆方向リンク
とも呼ばれるアップリンク（ＵＬ）はＵＥからノードＢへの通信リンクを指す。
【００２３】
　[0033]コアネットワーク１０４は、図示のように、ＧＳＭ（登録商標）コアネットワー
クを含む。ただし、当業者なら認識するように、本開示全体にわたって提示する様々な概
念は、ＧＳＭネットワーク以外のタイプのコアネットワークへのアクセスをＵＥに与える
ために、ＲＡＮ、または他の好適なアクセスネットワークにおいて実装され得る。
【００２４】
　[0034]この例では、コアネットワーク１０４は、モバイル交換センター（ＭＳＣ：mobi
le switching center）１１２を用いた回線交換サービスをサポートする。ＲＮＣ１０６
などの１つまたは複数のＲＮＣはＭＳＣ１１２に接続され得る。ＭＳＣ１１２は、呼設定
機能と、呼ルーティング機能と、ＵＥモビリティ機能とを制御する装置である。ＭＳＣ１
１２はまた、ＵＥがＭＳＣ１１２のカバレージエリア中にある持続時間の間の加入者関係
情報を含んでいるビジターロケーションレジスタ（ＶＬＲ：visitor location register
）（図示せず）を含む。ＧＭＳＣ（図示せず）は、ＵＥが回線交換ネットワーク１１６に
アクセスするために、ＭＳＣ１１２を介したゲートウェイを与え得る。ＧＭＳＣは、特定
のユーザが加入したサービスの詳細を反映するデータなどの加入者データを含んでいるホ
ームロケーションレジスタ（ＨＬＲ：home location register）（図示せず）を含む。ま
た、ＨＬＲは、加入者固有の認証データを含んでいる認証センター（ＡｕＣ：authentica
tion center）に関連付けられる。特定のＵＥのための呼が受信されると、ＧＭＳＣは、
ＨＬＲに問い合わせてＵＥのロケーションを判断し、そのロケーションをサービスする特
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定のＭＳＣに呼をフォワーディングする。
【００２５】
　[0035]コアネットワーク１０４は、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）１
１８およびゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）を用いたパケットデータサ
ービスをもサポートする。汎用パケット無線サービス（General Packet Radio Service）
を表すＧＰＲＳは、標準のＧＳＭ回線交換データサービスで利用可能な速度よりも高い速
度でパケットデータサービスを提供するように設計されている。ＧＧＳＮは、パケットベ
ースネットワーク１２２へのＲＡＮ１０２のための接続を与える。パケットベースネット
ワーク１２２は、インターネット、プライベートデータネットワーク、または何らかの他
の好適なパケットベースネットワークであり得る。ＧＧＳＮの主要機能は、ＵＥ１１０に
パケットベースネットワーク接続性を与えることである。データパケットはＳＧＳＮ１１
８を通ってＧＧＳＮとＵＥ１１０との間で転送され、ＳＧＳＮ１１８は、主に、ＭＳＣ１
１２が回線交換ドメインで実行するのと同じ機能をパケットベースドメインで実行する。
【００２６】
　[0036]ＵＭＴＳエアインターフェースはスペクトラム拡散直接シーケンス符号分割多元
接続（ＤＳ－ＣＤＭＡ：Direct-Sequence Code Division Multiple Access）システムで
ある。スペクトラム拡散ＤＳ－ＣＤＭＡは、チップと呼ばれる擬似ランダムビットのシー
ケンスによる乗算によって、ユーザデータをはるかに広い帯域幅にわたって拡散する。Ｔ
Ｄ－ＳＣＤＭＡ規格は、そのような直接シーケンススペクトラム拡散技術に基づき、多く
の周波数分割複信（ＦＤＤ）モードＵＭＴＳ／Ｗ－ＣＤＭＡシステムにおいて使用されて
いるＦＤＤではなく、時分割複信（ＴＤＤ）をさらに必要とする。ＴＤＤは、ノードＢ１
０８とＵＥ１１０との間のアップリンク（ＵＬ）とダウンリンク（ＤＬ）の両方に対して
同じキャリア周波数を使用するが、キャリア中でアップリンクおよびダウンリンク送信を
異なるタイムスロットに分割する。
【００２７】
　[0037]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio h
ead）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（た
とえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マク
ロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべての
ＵＥ２０６に発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）へのアクセスポイン
トを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例では集中コントロー
ラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベア
ラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービン
グゲートウェイへの接続性を含む、すべての無線関係機能を担当する。
【００２８】
　[0038]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただ
し、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に
拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（
ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭ
Ｂ：Ultra Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２
０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ
２：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース
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規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供
する。これらの概念はまた、Ｗ－ＣＤＭＡとＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形
態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Ra
dio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ：Global
 System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴ
ＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡
張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体
からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの
文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特
定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存することになる。
【００２９】
　[0039]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６
に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で
、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これに
より、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソースを
識別することが可能になる。
【００３０】
　[0040]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００３１】
　[0041]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータ
を復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干
渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各
ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、ＯＦＤＭに関連する高いピーク対平均電力比
（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦ
Ｔ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００３２】
　[0042]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
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域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイク
リックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４
個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブ
ロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要
素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（
ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれること
もある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－Ｒ
Ｓ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック
上のみで送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する
。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、
ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３３】
　[0043]図４は、アクセスネットワーク中でＵＥ４５０と通信しているｅＮＢ４１０など
の基地局を示すブロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケッ
トが、コントローラ／プロセッサ４７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ４７５
はＬ２レイヤの機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ４７５は、様々な
優先度メトリックに基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および
並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ４５０への
無線リソース割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ４７５はまた、ＨＡＲＱ演算と
、紛失パケットの再送信と、ＵＥ４５０へのシグナリングとを担当する。
【００３４】
　[0044]送信（ＴＸ）プロセッサ４１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ４５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。次いで、コーディングされた変調されたシンボルは並
列ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピング
され、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重
化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに合成されて、時間領域
ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリーム
は、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル
推定器４７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を判断するために、
ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ４５０によって送信さ
れる基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで、各
空間ストリームは、別個の送信機４１８ＴＸを介して異なるアンテナ４２０に与えられる
。各送信機４１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調
する。
【００３５】
　[0045]ＵＥ４５０において、各受信機４５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ４５２
を通して信号を受信する。各受信機４５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ４５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ４５６は、Ｌ１レ
イヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ４５６は、ＵＥ４５０に宛てられ
た任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空
間ストリームがＵＥ４５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ４５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ４５６は、次いで高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領
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域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯＦＤＭシ
ンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号とは、ｅＮＢ４１０
によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーションポイントを判断するこ
とによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器４５８によって計
算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ４１
０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するために復号され、デインタ
ーリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ４５９に
与えられる。
【００３６】
　[0046]コントローラ／プロセッサ４５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ４６０に関連付けられ得る。メ
モリ４６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ４５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、
ヘッダの復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの
上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク４６２に与えられる。また、様々な制
御信号がＬ３処理のためにデータシンク４６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッ
サ４５９はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または
否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３７】
　[0047]ＵＬでは、データソース４６７は、コントローラ／プロセッサ４５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース４６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ４１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ４５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ４１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ４５９はまた、Ｈ
ＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ４１０へのシグナリングとを担当する。
【００３８】
　[0048]ｅＮＢ４１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器４５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ４６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ４６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機４５４ＴＸを介して異なるアンテナ４５２に与えられる。各送信機４５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３９】
　[0049]ＵＬ送信は、ＵＥ４５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ４１０において処理される。各受信機４１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
４２０を通して信号を受信する。各受信機４１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ４７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ４７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４０】
　[0050]コントローラ／プロセッサ４７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ４７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ４７６に関連付けられ得
る。メモリ４７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ４７５は、ＵＥ４５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復元
と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ４７５からの上位レイヤパケット
はコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ４７５はまた、ＨＡＲＱ
演算をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出
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を担当する。
【００４１】
　[0051]図５は、ＵＭＴＳのための１つのＷ－ＣＤＭＡチャネル捕捉プロシージャを示す
簡略流れ図である。一般に、ＵＥは、電源投入、アウトオブサービス（ＯＯＳ：out-of-s
ervice）期間後に、およびバイナリパルス長変調（ＢＰＬＭ：binary pulse length modu
lation）走査中に一連のシステム判断プロシージャを実行する。ＵＥは、同期信号と捕捉
信号とについて複数のサポートされる周波数帯域中で周波数レンジを探索することによっ
てＷ－ＣＤＭＡチャネルを確立することを試みる。Ｗ－ＣＤＭＡ探索は、ＵＴＲＡ絶対無
線周波数チャネル番号（ＵＡＲＦＣＮ：UTRA absolute radio frequency channel number
）５１４によって決定されるシーケンス中の多くのチャネル上で実行され得る。ＵＡＲＦ
ＣＮごとに、Ｗ－ＣＤＭＡ探索シーケンスは、スロットタイミングを取得するための１次
同期チャネル（ＰＳＣＨ：primary synchronization channel）５０６についての探索と
、コードグループおよびフレームタイミングのための２次同期チャネル（ＳＳＣＨ：seco
ndary synchronization channel）５０８についての探索と、スクランブリングコードお
よび微細タイミングを判断するための共通プロットチャネル（ＣＰＩＣＨ：common plot 
channel）５１０についての探索と、システム情報を取得するための１次共通制御物理チ
ャネル（ＰＣＣＰＣＨ：primary common control physical channel）５１２の復号とを
含み得る。
【００４２】
　[0052]無線受信機５０２は、現在選択されているチャネルを表すベースバンド信号５２
０を与え得る。ＰＳＣＨ５０６とＳＳＣＨ５０８とＣＰＩＣＨ５１０との各々は、現在の
チャネル中でパイロットまたは同期信号あるいは他の当該の信号を探すように構成された
相関器を備え得る。各相関器は、相関器によって探された信号の捕捉を示す正の決定を戻
し得る。チャネル捕捉を可能にするのに十分な電力をもつ信号が存在しないことを示すた
めに負の決定が戻され得る。負の決定の受信は、現在のチャネルについての探索と試みら
れたチャネル捕捉との放棄を引き起こし得る。１つまたは複数の相関器は、受信機５０２
によって与えられた信号５２０中の検出された当該の信号の電力レベルに基づいて正また
は負の決定を生成し得る。
【００４３】
　[0053]ＰＣＣＰＣＨ５１２は、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、およびＣＰＩＣＨ５
１０がタイミング情報およびスクランブリングコードの利用可能性を示すとき、入力信号
５２０からまたは電力制御信号５２２から情報を抽出することを試みるデコーダを備え得
る。デコーダによって生成された情報は一般に巡回冗長検査（ＣＲＣ）を受け、情報が有
効なＣＲＣを有すると判断された場合、ＰＣＣＰＣＨ５１２は、チャネル捕捉が達成され
たことを示し得る。
【００４４】
　[0054]本発明のいくつかの実施形態では、Ｗ－ＣＤＭＡ探索は、ＬＴＥシステムを含む
、Ｗ－ＣＤＭＡ以外のワイヤレス通信システムによって信号が送信されたときに生成され
るフォールスポジティブ（false positive）の発生を低減することによって加速され得る
。いくつかの実施形態では、フォールスポジティブは、受信機ＡＧＣのパフォーマンスに
基づいて識別され得る。Ｗ－ＣＤＭＡパイロットおよび同期信号は、一貫して安定した電
力レベルを有することが予想され、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８およびＣＰＩＣＨ５
１０中で使用される相関器は、安定化されたチャネル信号５２０を予想するように設計さ
れ得る。したがって、ＡＧＣ５０４は、信号５２０の電力レベルにおいて発生し得るドリ
フトおよび他の低い周波数変動を補正するために使用され得る。ＡＧＣ５０４は、信号５
２２のピーク振幅と電力とのうちの１つまたは複数の安定性を維持する、安定化された信
号５２２を与え得る。効率的なＡＧＣ５０４は、信号５２２のパイロットおよび同期成分
の電力レベルの変動を実質的になくすことができるので、信号５２２のＰＡＰＲは、単位
値（すなわち１）に比較的近くなることが予想され得る。
【００４５】
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　[0055]対照的に、ＬＴＥ信号の電力レベルは各サブフレーム内でかなり変動することが
あり、特に、ＯＦＤＭ信号を備えるＬＴＥダウンリンク信号は高いＰＡＰＲを示し得る。
高いＰＡＰＲは、正の（増加した電力）方向と負の（減少した電力）方向の両方において
信号電力の急増またはバーストを示し得る。ＡＧＣ５０４は、比較的遅い応答時間を有し
得、ＡＧＣのターゲット電力出力または設定点の上および下の遷移を含む出力を生成し得
る。したがって、ＡＧＣ５０４は、特にＬＴＥ信号が平均電力状態からピーク電力状態に
遷移する、有意な正の遷移を有する出力を生成し得る。相関器は、これらの正の遷移によ
って、誤解するか、または効果的に「スワンプ（swamp）」され、相関器入力電力レベル
が予想される入力電力レベルよりも著しく高いとき、フォールスポジティブを生成し得る
。探索は、ＣＲＣ検証誤りがチャネルの放棄を引き起こすまで続き得る。
【００４６】
　[0056]必要とされるパイロットまたは同期信号を識別することの失敗により、あるいは
ＣＲＣ失敗により、試みられたチャネル捕捉が現在のチャネルについて放棄されたとき、
Ｗ－ＣＤＭＡ探索は、ＵＡＲＦＣＮ５１４によって一般に識別される、次のチャネル上で
実行され得る。ＵＥが、たとえば、不十分にカバーされている地理的エリア中にあるとき
、数千個のチャネルがＷ－ＣＤＭＡ信号について探索され得、フォールスポジティブは、
数分間またはそれ以上にわたって持続し得る、延長された探索を生じ得る。したがって、
新しいワイヤレス技術の展開は、さもなければＰＳＣＨ探索５０６またはＳＳＣＨ５０８
探索の後に終了することが予想されるであろう、Ｗ－ＣＤＭＡチャネルのチャネル捕捉の
速度に影響を及ぼし得る。たとえば、Ｗ－ＣＤＭＡと同じ周波数帯域のＬＴＥ使用により
受信されるフォールスポジティブは、延長された探索を引き起こし得る。
【００４７】
　[0057]ＬＴＥは、Ｗ－ＣＤＭＡによって使用されるのと同じ周波数帯域を使用すること
ができるので、また、ＬＴＥ信号は高いＰＡＰＲを示すことができるので、ＬＴＥワイヤ
レスシステムは、Ｗ－ＣＤＭＡ探索において生成されるフォールスポジティブの発生源で
あり得る。高いＰＡＰＲにより、ＡＧＣ５０４は、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８およ
びＣＰＩＣＨ５１０中の相関器によって予想される電力レベルを上回るピークに達する電
力をもつ出力信号５２２を生成し得る。ＬＴＥにおける高いＰＡＰＲは、シンボルコンテ
ンツの変動性と、電力制御信号の不整合との結果であり得る。受信機５０２によって与え
られるベースバンド信号５２０のＰＡＰＲは、受信機５０２のデジタイザ５２０または他
の信号処理要素によって取得されたサンプルに基づいて計算され得る。ＵＭＴＳでは、受
信信号は１５ｋＨｚのレートでサンプリングされ得る。いくつかの実施形態では、電力推
定値はＡＧＣ５０４によって取得され得る。
【００４８】
　[0058]図６に、受信機ＡＧＣの入力電力推定ループ６００を示す。入力電力推定ループ
６００は、単純な閉ループ１極無限インパルス応答（ＩＩＲ）フィルタとして構成され得
る。受信機ＡＧＣ６００の出力電力は、実際の入力電力６０２と、推定されたＡＧＣ電力
６０４との間の差分を反映し、それに比例し得る。ＡＧＣ６００は、低いＰＡＰＲをもつ
安定したＷ－ＣＤＭＡ信号のために出力電力を制御するように構成され得る。しかしなが
ら、簡略化されたチャート６０６に示すように、入力６０２として提示された高ＰＡＰＲ
　ＬＴＥ信号は、平均電力６０８よりも著しく高いレベルにあるピーク電力６１０ａ、６
１０ｂ、６１０ｃ、および６１０ｄの短い持続時間によって特徴づけられ得る。ＬＴＥ信
号の平均電力（Ｐ1）６０８は、ＡＧＣ設定点（Ｐsetpoint）６１６と呼ばれることがあ
る、Ｗ－ＣＤＭＡ利得制御信号について予想される電力レベルよりも低くなり得る。した
がって、ＡＧＣ６００は、ＬＴＥ信号６０６の平均電力６０８を、チャート６１２に示す
ＡＧＣ出力におけるＡＧＣ設定点６１６に適合させるために、利得を増加させ得る。図８
の簡略化された例に示すように、ＡＧＣ６００は、増加したＬＴＥ信号電力６１０ａ、６
１０ｂ、６１０ｃ、および６１０ｄの期間に応答し、遅延後に出力電力を減少させ得るが
、変化率は比較的低速になり得る。ＬＴＥ信号電力が平均レベル６０８に戻ると、ＡＧＣ
６００の出力の電力レベルは、ＬＴＥ信号平均電力レベル６０８に適応するためにＡＧＣ
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利得が増加するまでより低くスパイクし得る。ピーク６１４ａ、６１４ｂ、および６１４
ｃの大きさ、形状および持続時間はＡＧＣ６００の応答性に依存し得ることを諒解されよ
う。
【００４９】
　[0059]６１２におけるように、ＡＧＣ６００の出力の電力レベルは、Ｗ－ＣＤＭＡ受信
機において使用されるすべてのＡＧＣを表すとは限らないが、チャート６１２は、ＬＴＥ
信号などの高いＰＡＰＲ信号により、ＡＧＣ出力のＰＡＰＲが著しく増加し得ること示し
ている。ＬＴＥ信号６０２の電力の負の遷移は、あまり顕著でないことがあるが、ＰＡＰ
Ｒの増加にさらに寄与し得る。ＡＧＣ６００の出力が、増加したＰＡＰＲまたは電力ピー
ク６１４ａ、６１４ｂ、６１４ｃ、および６１４ｄを示すとき、ならびに一定の電力のＷ
－ＣＤＭＡ信号が予想されるとき、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８およびＣＰＩＣＨ５
１０はフォールスポジティブを生成し得る。
【００５０】
　[0060]いくつかの実施形態は、ＬＴＥ信号および他の高いＰＡＰＲ信号によって引き起
こされるフォールスポジティブをなくすためにアクティブＰＡＰＲ処理を採用する。ＡＧ
Ｃは、利得の大きい遷移、入力信号の急速に変化する電力レベル（チャート６０６参照）
、または予想される出力電力６１６をしきい値量だけ超える出力信号電力（チャート６１
２参照）を検出するように構成され得る。これらの状態のうちの１つまたは複数が検出さ
れると、ＡＧＣは、現在のチャネルにおけるパイロット信号および同期信号についての探
索の早期終了を引き起こし得る、例外信号を生成し得る。いくつかの実施形態では、ＡＧ
Ｃによって生成される差分信号は、入力信号がＷ－ＣＤＭＡ信号でないと判断するために
使用され得る。たとえば、設定点との出力電力の比較は、負の決定を生成するために使用
され得る。別の例では、入力信号のＰＡＰＲまたはＰＡＰＲの代用物はしきい値と比較さ
れ得る。しきい値は静的または動的に最適化され得る。
【００５１】
　[0061]図７に、ＬＴＥ信号および他の高ＰＡＰＲ信号によって引き起こされるフォール
スポジティブをなくすためのパッシブＰＡＰＲ処理の使用を示す。いくつかの実施形態は
、ＡＧＣ設定点７１６を上回るＡＧＣ出力電力の急騰を制限または抑制するためにパッシ
ブＰＡＰＲ処理を採用する。一例では、ＡＧＣ入力電力推定ループ７００は、電力推定値
があまりにも急速に低下しないことを保証するために、リミッタ７０４の追加によって修
正され得る。述べたように、受信機ＡＧＣ６００の出力電力は、実際の入力電力６０２と
、推定されたＡＧＣ電力６０４との間の差分に比例し得る。いくつかの実施形態では、リ
ミッタ７０４は、入力信号６０２において電力増加が検出されるとすぐに、ＡＧＣの出力
電力をクランプして、利得を効果的に低減するように構成され得、そのような電力増加は
、ＡＧＣ出力の電力を、しきい値を上回るレベルまで増加させるであろう。しきい値はＡ
ＧＣの設定点よりも大きくなり得る。しきい値は、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、お
よびＣＰＩＣＨ５１０中の相関器の性能を最適化するように選択され得る。一例では、し
きい値はＡＧＣの設定点Ｐsetpoint７１６であり得る。
【００５２】
　[0062]相関器に与えられる信号の電力レベルをクランプすることにより、相関器によっ
て生成されるフォールスポジティブの出現率は著しく低減され得る。いくつかの実施形態
では、最大レベルを下回る信号電力の遷移が、高いＰＡＰＲ信号について依然として観測
され得、これらの遷移は、Ｗ－ＣＤＭＡ信号についての探索を終了するために使用され得
る。ＡＧＣは、信号電力の減少に対してよりゆっくり応答し得、ＡＧＣの出力は、ＬＴＥ
信号が存在するとき、増加したＰＡＰＲを示し得る。ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、
およびＣＰＩＣＨ５１０のうちの１つまたは複数、ＡＧＣ自体または別のデバイスもしく
はモジュールは、高いＰＡＰＲ　ＡＧＣ出力、ＡＧＣ出力の電力の急速な遷移、またはＡ
ＧＣ出力の電力レベルの減少が検出されたとき、Ｗ－ＣＤＭＡについての探索を終了する
ように構成され得る。
【００５３】
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　[0063]いくつかの実施形態では、Ｗ－ＣＤＭＡチャネルについての探索は、隣接チャネ
ル中に干渉信号が発見されたときにいくつかのチャネルをバイパスすることによって加速
され得る。１つのチャネル中の非Ｗ－ＣＤＭＡ信号の存在は、隣接チャネル中でも非Ｗ－
ＣＤＭＡ信号が検出されることになることを示し得る。探索は、高いＰＡＰＲを示す信号
を有するチャネルに隣接するチャネル中で探索を行うのを控えることによって加速され得
る。
【００５４】
　[0064]図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００である。本方法はＵＥに
よって実行され得る。ステップ８０２において、ＵＥは、ワイヤレス受信機においてＡＧ
Ｃ５０４（図５）によって受信された入力信号に関連する複数の電力推定値からＰＡＰＲ
を生成する。電力推定値は、受信信号の取られたサンプルから取得され得る。ＰＡＰＲは
また、ＡＧＣ５０４によって判断され得る。ステップ８０４において、ＵＥは、ＰＡＰＲ
がしきい値を超えるかどうかを判断する。ＡＧＣがしきい値を超える場合、ＵＥは、ステ
ップ８０６において、入力信号が当該の信号を備えないと判断する。一例では、ＬＴＥシ
ステムにおいて送信される信号６０６（図６参照）が、高いＰＡＰＲを有し得る。ＰＡＰ
Ｒがしきい値を超えない場合、ＡＧＣの出力は、ステップ８１０において、（たとえば、
図１０の探索器５０６、５０８および５１０中の）１つまたは複数の相関器に与えられる
。ＡＧＣ５０４の出力は利得制御信号として特徴づけられ得る。１つまたは複数の相関器
は、利得制御信号中で当該の信号を識別するように構成され得、当該の信号は、パイロッ
ト信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備える。
【００５５】
　[0065]ステップ８１２において、相関器が当該の信号を識別し、ＰＣＣＰＣＨ５１２が
有効なＣＲＣをもつデータを復号した場合、ＵＥは、チャネルを捕捉し、ステップ８１４
において探索プロセスを終了する。しかしながら、ステップ８０４においてＰＡＰＲがし
きい値を超える場合、またはステップ８１２においてＵＥがチャネルを見つけなかった場
合、ＵＥは、ステップ８０８またはステップ８１６において探索すべき次のチャネルを選
択することによって探索を続ける。ステップ８０８において、ＵＥは、ＰＡＰＲレベルに
基づいて第１の周波数帯域から受信された信号が当該の信号を備えないと判断した後に、
当該の信号について第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控え得る。Ｕ
Ｅは、隣接するチャネル間で干渉が発生することが予想され得るとき、ＬＴＥ信号がチャ
ネルのうちの１つの中で送信されるとき、ステップ８０８を実行し得る。
【００５６】
　[0066]いくつかの実施形態では、複数の電力推定値は、ＬＴＥ信号のシンボルまたはサ
ブフレーム送信持続時間に対応する、１０ミリ秒以上のサンプリング周期中に取られるサ
ンプルから取得される。ＬＴＥシンボルまたはサブフレーム持続時間は２０ミリ秒以上に
わたり得、サンプリング周期はそれに応じて延長され得る。サンプリング周期内で、サン
プリングレートは、１５ｋＨｚ、あるいはＷ－ＣＤＭＡまたは他のワイヤレスシステムの
ために使用される何らかの他のレートであり得る。
【００５７】
　[0067]いくつかの実施形態では、入力信号の電力が１つまたは複数のサンプリング周期
の間に所定の最大変化率を超えるとき、入力信号は当該の信号を備えないと判断される。
【００５８】
　[0068]いくつかの実施形態では、当該の信号は、ＵＭＴＳなどの第１のワイヤレス通信
システムの基地局によって送信されるが、第２のワイヤレス通信システム（たとえばＬＴ
Ｅ）は、第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信
する。第１のワイヤレス通信システムはＷ－ＣＤＭＡを採用し得る。
【００５９】
　[0069]図９は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート９００である。本方法はＵＥに
よって実行され得る。ステップ９０２において、ＵＥは、ワイヤレス受信機５０２から入
力５２０を受信するＡＧＣ５０４の出力信号５２２の電力を制御し、制限する。ステップ
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９０２において、ＵＥは、入力信号５２０または出力５２２の電力レベルが対応するしき
い値を超えるかどうかを判断する。いくつかの実施形態では、電力レベルはＰＡＰＲを使
用して査定され得る。
【００６０】
　[0070]ステップ９１０において、ＵＥは、１つまたは複数の当該の信号を識別すること
を試みる探索器に出力５２２を受け渡す。たとえば、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、
およびＣＰＩＣＨ５１０は、タイミング信号または同期信号を見つけるために相関器を使
用し得るが、ＰＣＣＰＣＨ５１２は、信号から復号された情報を検証するためにＣＲＣ技
法を使用し得る。
【００６１】
　[0071]ステップ９０６において、ＵＥは、ＡＧＣ５０４出力の電力レベルが最小しきい
値電力レベル（または最大変化しきい値）超だけ減少したとき、当該の信号について現在
の探索を終了する。ステップ９１４において、相関器が入力中で当該の信号を識別したか
または有効なＣＲＣが復号された後に、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、ＣＰＩＣＨ５
１０、およびＰＣＣＰＣＨ５１２が正の決定を生成したとき、ＵＥは、チャネルが捕捉さ
れたと判断する。
【００６２】
　[0072]いくつかの実施形態では、当該の信号はパイロット信号と同期信号とのうちの１
つまたは複数を備える。いくつかの実施形態では、ＡＧＣ５０４は、入力５２０の電力の
増加に応答して、ＡＧＣ５０４の利得の変化率を制限する。ＡＧＣ５０４は、ＡＧＣ出力
５２２の電力の増加に応答して、ＡＧＣ５０４の利得を低減し得る。いくつかの実施形態
では、第１のしきい値電力レベルはＡＧＣ５０４の設定点に対応する。いくつかの実施形
態では、入力５２０の電力は１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる。
【００６３】
　[0073]ステップ９０８において、ＵＥは、ＡＧＣ５０４と相関器（たとえば、ＰＳＣＨ
５０６、ＳＳＣＨ５０８、またはＣＰＩＣＨ５１０）とのうちの１つまたは複数を介した
当該の信号についての探索を終了し得、出力信号５２２のＰＡＰＲがあらかじめ定義され
た時間期間内にしきい値を超えて変化したと判断する。一例では、あらかじめ定義された
時間期間は、ＬＴＥシステムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する
。
【００６４】
　[0074]いくつかの実施形態では、当該の信号は、ＵＭＴＳの基地局によって送信される
信号を備えるが、ＬＴＥシステムのｅＮＢは、ＵＭＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で
制御信号を送信する。当該の信号は広帯域符号分割多元接続Ｗ－ＣＤＭＡ信号を備え得る
。
【００６５】
　[0075]ステップ９０８および９１６において、ＵＥは新しい探索を開始する。ステップ
９０８において、ＬＴＥ信号の存在を示すＰＡＰＲ関連の問題に基づいて、ＡＧＣ５０４
が探索を終了した後に、あるいは１つまたは複数の探索器５０６、５０８、５１０、また
は５１２が現在の探索を終了した後に、ＵＥは当該の信号について次の探索を開始する。
探索がＰＡＰＲの理由により終了したとき、ＵＥは、次の探索が、現在の探索において探
索されたチャネルに隣接しないＵＭＴＳのチャネル中で行われるべきであると判断し得る
。ステップ９１６において、たとえば、探索器５０６、５０８、または５１０が、探され
た同期信号またはパイロット信号を見つけなかったので、あるいはＰＣＣＰＣＨ５１２が
ＣＲＣ検査を使用して有効なデータを見つけなかったので、現在の探索は終了する。次の
探索は、現在の探索において探索されたチャネルとは異なるＵＭＴＳのチャネル中で行わ
れる。
【００６６】
　[0076]図１０は、処理システム１０１４を採用する装置１００２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１０１４は、バス１０２４によって概略
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的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１０２４は、処理システム
１０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１０２４は、プロセッサ１００４によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１００８およ
び１０１６と、コンピュータ可読媒体１００６とを含む様々な回路を互いにリンクする。
バス１０２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路な
ど、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られて
おり、したがって、これ以上説明しない。
【００６７】
　[0077]処理システム１０１４はトランシーバ１０１０に結合され得る。トランシーバ１
０１０は１つまたは複数のアンテナ１０２０に結合される。トランシーバ１０１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１０１４は
、コンピュータ可読媒体１００６に結合されたプロセッサ１００４を含む。プロセッサ１
００４は、コンピュータ可読媒体１００６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的
な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１００４によって実行されたとき、処理
システム１０１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる
。コンピュータ可読媒体１００６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１０
０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュ
ール１００８および１０１６のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジュール
は、プロセッサ１００４中で動作するか、コンピュータ可読媒体１００６中に常駐する／
記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１００４に結合された１つまた
は複数のハードウェアモジュールであるか、あるいはそれらの何らかの組合せであり得る
。処理システム１０１４は、ＵＥ４５０の構成要素であり得、メモリ４６０、および／ま
たはＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６と、コントローラ／プロセッサ４５
９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００６８】
　[0078]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、ワイヤレス
受信機においてＡＧＣによって受信された入力信号に関連する複数の電力推定値からＰＡ
ＰＲを生成するための手段１００８を含む。電力推定値は、受信信号のサンプルから取得
され得る。ＰＡＰＲはまた、ＡＧＣ５０４によって取得され得る。
【００６９】
　[0079]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、ＰＡＰＲが
しきい値を超えるとき、入力信号が当該の信号を備えないと判断するための手段１０１６
を含む。当該の信号はパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備え得る。
ＡＧＣがしきい値を超える場合、ＵＥは、入力信号が当該の信号を備えないと判断し得る
。一例では、ＬＴＥシステムにおいて送信される信号６０６（図６参照）が、高いＰＡＰ
Ｒを有し得る。ＰＡＰＲがしきい値を超えない場合、ＡＧＣの出力は、（たとえば、図５
の探索器５０６、５０８および５１０中の）１つまたは複数の相関器に与えられ得る。Ａ
ＧＣ５０４の出力は利得制御信号として特徴づけられ得る。１つまたは複数の相関器は、
利得制御信号中で当該の信号を識別するように構成され得、当該の信号は、パイロット信
号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備える。
【００７０】
　[0080]相関器が当該の信号を識別し、ＰＣＣＰＣＨ５１２が有効なＣＲＣをもつデータ
を復号した場合、ＵＥは、チャネルを捕捉し、探索プロセスを終了し得る。しかしながら
、ＰＡＰＲがしきい値を超えるか、またはＵＥがチャネルを見つけなかった場合、ＵＥは
、探索すべき次のチャネルを選択することによって探索を続け得る。ＵＥは、ＰＡＰＲレ
ベルに基づいて第１の周波数帯域から受信された信号が当該の信号を備えないと判断した
後に、当該の信号について第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控え得
る。ＵＥは、隣接するチャネル間で干渉が発生することが予想され得るとき、ＬＴＥ信号
がチャネルのうちの１つの中で送信されるとき、１つまたは複数の隣接するチャネルをス
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キップし得る。
【００７１】
　[0081]いくつかの実施形態では、複数の電力推定値は、ＬＴＥ信号のシンボルまたはサ
ブフレーム送信持続時間に対応する、１０ミリ秒以上のサンプリング周期中に取られるサ
ンプルから取得される。ＬＴＥシンボルまたはサブフレーム持続時間は２０ミリ秒以上に
わたり得、サンプリング周期はそれに応じて延長され得る。サンプリング周期内で、サン
プリングレートは、１５ｋＨｚ、あるいはＷ－ＣＤＭＡまたは他のワイヤレスシステムの
ために使用される何らかの他のレートであり得る。
【００７２】
　[0082]いくつかの実施形態では、入力信号の電力が１つまたは複数のサンプリング周期
の間に所定の最大変化率を超えるとき、入力信号は当該の信号を備えないと判断される。
【００７３】
　[0083]いくつかの実施形態では、当該の信号は、ＵＭＴＳなどの第１のワイヤレス通信
システムの基地局によって送信されるが、第２のワイヤレス通信システム（たとえばＬＴ
Ｅ）は、第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信
する。第１のワイヤレス通信システムはＷ－ＣＤＭＡを採用し得る。
【００７４】
　[0084] 上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成され
た、装置１００２、および／または装置１００２’の処理システム１０１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１０１
４は、ＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６と、コントローラ／プロセッサ４
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れる機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６
と、コントローラ／プロセッサ４５９とであり得る。
【００７５】
　[0085]図１１は、処理システム１１１４を採用する装置１１０２’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１１１４は、バス１１２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１１２４は、処理システム
１１１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１０４によって表される１つまた
は複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１１０８およ
び１１１６と、コンピュータ可読媒体１１０６とを含む様々な回路を互いにリンクする。
バス１１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路な
ど、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られて
おり、したがって、これ以上説明しない。
【００７６】
　[0086]処理システム１１１４はトランシーバ１１１０に結合され得る。トランシーバ１
１１０は１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合される。トランシーバ１１１０は、伝
送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１１１４は
、コンピュータ可読媒体１１０６に結合されたプロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１
１０４は、コンピュータ可読媒体１１０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的
な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１１０４によって実行されたとき、処理
システム１１１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる
。コンピュータ可読媒体１１０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１１
０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュ
ール１１０８および１１１６のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらのモジュール
は、プロセッサ１１０４中で動作するか、コンピュータ可読媒体１１０６中に常駐する／
記憶されたソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１１０４に結合された１つまた
は複数のハードウェアモジュールであるか、あるいはそれらの何らかの組合せであり得る
。処理システム１１１４は、ＵＥ４５０の構成要素であり得、メモリ４６０、および／ま
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たはＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６と、コントローラ／プロセッサ４５
９とのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００７７】
　[0087]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、ＡＧＣ７０
０の出力電力を制御するための手段１１０８（図７、７０４も参照）を含み、ＡＧＣはワ
イヤレス受信機から入力を受信し、ＡＧＣ７００は、第１のしきい値電力レベルを超えな
い電力レベルを有する出力を与えるように構成される。ＵＥは、ワイヤレス受信機５０２
から入力５２０を受信するＡＧＣ５０４の出力信号５２２の電力を制御し、制限し得る。
【００７８】
　[0088]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、相関器が入
力中で当該の信号を識別したとき、正の決定を生成するための手段１１１６を含む。たと
えば、ＵＥは、１つまたは複数の当該の信号を識別することを試みる探索器に出力５２２
を受け渡し得る。たとえば、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、およびＣＰＩＣＨ５１０
は、タイミング信号または同期信号を見つけるために相関器を使用し得るが、ＰＣＣＰＣ
Ｈ５１２は、信号から復号された情報を検証するためにＣＲＣ技法を使用し得る。
【００７９】
　[0089]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、ＡＧＣ出力
の電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、当該の信号について現在
の探索を終了するための手段１１１８を含む。ＵＥは、入力信号５２０または出力５２２
の電力レベルが対応するしきい値を超えるかどうかを判断し得る。いくつかの実施形態で
は、電力レベルはＰＡＰＲを使用して査定され得る。ＵＥは、ＡＧＣ５０４出力の電力レ
ベルが最小しきい値電力レベル（または最大変化しきい値）超だけ減少したとき、当該の
信号について現在の探索を終了し得る。相関器が入力中で当該の信号を識別したかまたは
有効なＣＲＣが復号された後に、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、ＣＰＩＣＨ５１０、
およびＰＣＣＰＣＨ５１２が正の決定を生成したとき、ＵＥは、チャネルが捕捉されたと
判断し得る。
【００８０】
　[0090]いくつかの実施形態では、当該の信号はパイロット信号と同期信号とのうちの１
つまたは複数を備える。いくつかの実施形態では、ＡＧＣ５０４は、入力５２０の電力の
増加に応答して、ＡＧＣ５０４の利得の変化率を制限する。ＡＧＣ５０４は、ＡＧＣ出力
５２２の電力の増加に応答して、ＡＧＣ５０４の利得を低減し得る。いくつかの実施形態
では、第１のしきい値電力レベルはＡＧＣ５０４の設定点に対応する。いくつかの実施形
態では、入力５２０の電力は１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる。
【００８１】
　[0091]ＵＥは、ＡＧＣ５０４と相関器（たとえば、ＰＳＣＨ５０６、ＳＳＣＨ５０８、
またはＣＰＩＣＨ５１０）とのうちの１つまたは複数を介した当該の信号についての探索
を終了し得、出力信号５２２のＰＡＰＲがあらかじめ定義された時間期間内にしきい値を
超えて変化したと判断する。一例では、あらかじめ定義された時間期間は、ＬＴＥシステ
ムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する。
【００８２】
　[0092]いくつかの実施形態では、当該の信号は、ＵＭＴＳの基地局によって送信される
信号を備えるが、ＬＴＥシステムのｅＮＢは、ＵＭＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で
制御信号を送信する。当該の信号は広帯域符号分割多元接続Ｗ－ＣＤＭＡ信号を備え得る
。
【００８３】
　[0093]ＵＥは新しい探索を開始し得る。たとえば、一般的にはＬＴＥ信号の存在を示す
ＰＡＰＲ関連の問題のために、ＡＧＣ５０４、あるいは１つまたは複数の探索器５０６、
５０８、５１０、または５１２が現在の探索を終了した後に、ＵＥは当該の信号について
次の探索を開始する。そのような場合、ＵＥは、次の探索が、現在の探索において探索さ
れたチャネルに隣接しないＵＭＴＳのチャネル中で行われると判断する。たとえば、探索
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器５０６、５０８、または５１０が、探された同期信号またはパイロット信号を見つけな
かったので、あるいはＰＣＣＰＣＨ５１２がＣＲＣ検査を使用して有効なデータを見つけ
なかったので、現在の探索は終了し得る。次の探索は、現在の探索において探索されたチ
ャネルとは異なるＵＭＴＳのチャネル中で行われる。
【００８４】
　[0094] 上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成され
た、装置１１０２、および／または装置１１０２’の処理システム１１１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１１１
４は、ＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６と、コントローラ／プロセッサ４
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れる機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ４６８と、ＲＸプロセッサ４５６
と、コントローラ／プロセッサ４５９とであり得る。
【００８５】
　[0095]開示したプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例
であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス中のステップの特定の順
序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステップは組み
合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要素を例
示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定されるもので
はない。
【００８６】
　[0096]以上の説明は、本明細書で説明した様々な態様を当業者が実施できるようにする
ために与えたものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかで
あり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛
盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記され
ていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは複
数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわ
たって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本
明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書
に開示するいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されている
かどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が
「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスフ
ァンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信された
入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成す
ることと、
　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判断
することであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複
数を備える、判断することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]　前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えないとき、利得制御信号を相関器に与える
ことであって、前記相関器が、前記利得制御信号中で前記当該の信号を識別するように構
成された、与えることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に対応する、Ｃ１に
記載の方法。
[Ｃ４]　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最大
変化率を超えるとき、前記入力信号が前記当該の信号を備えないと判断される、Ｃ３に記
載の方法。
[Ｃ５]　前記当該の信号が第１のワイヤレス通信システムの基地局によって送信され、第
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２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ周
波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム（
ＵＭＴＳ）である、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）
を使用する、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ８]　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）システムである、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ９]　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する時
間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、Ｃ８に記載
の方法。
[Ｃ１０]　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ１０に記載の方
法。
[Ｃ１２]　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断する前記ステップが、
複数の周波数帯域から受信された信号について実行され、ＰＡＰＲに基づいて第１の周波
数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記当該の信号
について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えることをさらに
備える、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ１４]　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信され
た入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生成
するための手段と、
　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判断
するための手段であって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つま
たは複数を備える、判断するための手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１５]　前記ＡＧＣは、前記ＰＡＰＲが前記しきい値比を超えないとき、利得制御信号
を相関器に与えるように構成され、前記相関器が、前記利得制御信号中で前記当該の信号
を識別するように構成された、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１６]　前記複数の電力推定値が１０ミリ秒以上のサンプリング周期に関する、Ｃ１４
に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記入力信号の前記電力が１つまたは複数のサンプリング周期の間に所定の最
大変化率を超えるとき、前記入力信号が前記当該の信号を備えないと判断される、Ｃ１６
に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記当該の信号が第１のワイヤレス通信システムの基地局によって送信され、
第２のワイヤレス通信システムが、前記第１のワイヤレス通信システムの制御信号と同じ
周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ１４に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のワイヤレス通信システムがユニバーサルモバイル電気通信システム
（ＵＭＴＳ）である、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２０]前記第１のワイヤレス通信システムが広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）
を使用する、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２１]　前記第２のワイヤレス通信システムが３ＧＰＰロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）システムである、Ｃ１８に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記複数の電力推定値が、前記ＬＴＥシステムのシンボル持続時間に対応する
時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることによって取得される、Ｃ２１に
記載の装置。
[Ｃ２３]　前記シンボル持続時間が１０ミリ秒である、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記入力信号が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ２３に記載の装
置。
[Ｃ２５]　前記シンボル持続時間が少なくとも２０ミリ秒である、Ｃ２２に記載の装置。
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[Ｃ２６]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断するための前記手段は
、前記当該の信号が、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号中に存在す
るかどうかを判断するように適応され、前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうか
を判断するための前記手段は、ＰＡＰＲに基づいて第１の周波数帯域から受信された信号
が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記当該の信号について前記第１の周波数
帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えるように構成された、Ｃ１８に記載の装置
。
[Ｃ２７]　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信さ
れた入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生
成することと、
　　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判
断することであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは
複数を備える、判断することと
　を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２８]　前記複数の電力推定値が、第２のワイヤレス通信システムによって定義される
シンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることに
よって取得される、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記処理システムは、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号
が前記当該の信号を備えるかどうかを判断し、前記処理システムは、ＰＡＰＲに基づいて
第１の周波数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後に、前記
当該の信号について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを控えるよ
うにさらに構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３０]　　ワイヤレス受信機において自動利得コントローラ（ＡＧＣ）によって受信さ
れた入力信号に関連する複数の電力推定値からピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）を生
成するためのコードと、
　　前記ＰＡＰＲがしきい値比を超えるとき、前記入力信号が当該の信号を備えないと判
断するためのコードであって、前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１
つまたは複数を備える、判断するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３１]　前記複数の電力推定値が、第２のワイヤレス通信システムによって定義される
シンボル持続時間に対応する時間期間にわたって前記入力信号をサンプリングすることに
よって取得される、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３２]　前記入力信号が前記当該の信号を備えるかどうかを判断するための前記コード
は、複数の周波数帯域から受信された１つまたは複数の信号が前記当該の信号を備えるか
どうかを判断するためのコードを含み、前記コンピュータ可読媒体は、ＰＡＰＲレベルに
基づいて第１の周波数帯域から受信された信号が前記当該の信号を備えないと判断した後
に、前記当該の信号について前記第１の周波数帯域に隣接する周波数帯域を探索するのを
控えるためのコードを備える、Ｃ３０に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ３３]　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御することであって、前記Ａ
ＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レベルを
超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御することと、
　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、当
該の信号について現在の探索を終了することと、
　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成することとを備える
、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ３４]　前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３５]　前記ＡＧＣが、入力電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得の変化率を制限
する、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３６]　前記ＡＧＣが、前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルの増加に応答して、前記ＡＧ
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Ｃの利得を低減する、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３７]　前記第１のしきい値電力レベルが前記ＡＧＣの設定点に対応する、Ｃ３３に記
載の方法。
[Ｃ３８]　入力電力が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ３９]　前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）があらかじめ定義され
た時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号について前記現在の探
索を終了するように前記ＡＧＣと前記相関器とのうちの１つまたは複数を構成することを
さらに備える、Ｃ３３に記載の方法。
[Ｃ４０]　前記あらかじめ定義された時間期間が、３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する、Ｃ３
９に記載の方法。
[Ｃ４１]　前記当該の信号が、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の基
地局によって送信される信号を備え、前記ＬＴＥシステムの発展型ノードＢが、前記ＵＭ
ＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ４０に記載の方法。
[Ｃ４２]　前記当該の信号が広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）信号を備える、Ｃ
４０に記載の方法。
[Ｃ４３]　前記ＡＧＣまたは前記相関器が前記現在の探索を終了したとき、前記当該の信
号について次の探索を開始することをさらに備え、前記次の探索が、前記現在の探索にお
いて探索された前記チャネルとは異なる前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ４０に
記載の方法。
[Ｃ４４]　前記次の探索が、前記現在の探索において探索された前記チャネルに隣接しな
い前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ４３に記載の方法。
[Ｃ４５]　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御するための手段であって、
前記ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レ
ベルを超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御するための手段
と、
　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成するための手段と、
　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、前
記当該の信号について現在の探索を終了するための手段とを備える、ワイヤレス通信のた
めの装置。
[Ｃ４６]　前記当該の信号がパイロット信号と同期信号とのうちの１つまたは複数を備え
る、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記ＡＧＣが、入力電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得の変化率を制限
する、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４８]　前記ＡＧＣが、前記ＡＧＣ出力の電力の増加に応答して、前記ＡＧＣの利得を
低減する、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４９]　前記第１のしきい値電力レベルが前記ＡＧＣの設定点に対応する、Ｃ４５に記
載の装置。
[Ｃ５０]　入力電力が１５ｋＨｚのレートでサンプリングされる、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ５１]　前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）があらかじめ定義され
た時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号について前記現在の探
索を終了するように前記ＡＧＣと前記相関器とのうちの１つまたは複数を構成することを
さらに備える、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ５２]　前記あらかじめ定義された時間期間が、３ＧＰＰロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）システムによって送信されるサブフレームの送信持続時間に対応する、Ｃ５
１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記当該の信号が、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の基
地局によって送信される信号を備え、前記ＬＴＥシステムの発展型ノードＢが、前記ＵＭ
ＴＳの制御信号と同じ周波数帯域中で制御信号を送信する、Ｃ５２に記載の装置。
[Ｃ５４]　前記当該の信号が広帯域符号分割多元接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）信号を備える、Ｃ
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５２に記載の装置。
[Ｃ５５]　前記ＡＧＣまたは前記相関器が前記現在の探索を終了したとき、前記当該の信
号について次の探索を開始することをさらに備え、前記次の探索が、前記現在の探索にお
いて探索された前記チャネルとは異なる前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ５２に
記載の装置。
[Ｃ５６]　前記次の探索が、前記現在の探索において探索された前記チャネルに隣接しな
い前記ＵＭＴＳのチャネル中で行われる、Ｃ５５に記載の装置。
[Ｃ５７]　　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御することであって、前記
ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電力レベル
を超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御することと、
　　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成することと、
　　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、
前記当該の信号について現在の探索を終了することと
　を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ５８]　前記処理システムは、前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）
があらかじめ定義された時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当該の信号
について前記現在の探索を終了するように構成された、Ｃ５７に記載の装置。
[Ｃ５９]　　自動利得コントローラ（ＡＧＣ）の出力電力を制御するためのコードであっ
て、前記ＡＧＣがワイヤレス受信機から入力を受信し、前記ＡＧＣが、第１のしきい値電
力レベルを超えない電力レベルを有する出力を与えるように構成された、制御するための
コードと、
　　相関器が前記入力中に当該の信号を識別したとき、正の決定を生成するためのコード
と、
　　前記ＡＧＣ出力の前記電力レベルが第２のしきい値電力レベル超だけ減少したとき、
前記当該の信号について現在の探索を終了するためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ６０]　前記コンピュータ可読媒体は、前記ＡＧＣ出力のピーク電力対平均電力比（Ｐ
ＡＰＲ）があらかじめ定義された時間期間内にしきい値比を超えて変化したとき、前記当
該の信号について前記現在の探索を終了するためのコードを備える、Ｃ５９に記載の装置
。
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